
円
了
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
哲
学

　
　
　
　
　
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
倫
理
学
と
井
上
円
了

齋
　
藤
　
繁
　
雄

序

円了とスコットランド哲学

　
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
『
倫
理
学
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
哲
学
館
事
件
」

書
を
円
了
の
カ
ン
ト
理
解
と
い
う
広
い
見
地
か
ら
取
り
上
げ
る
。

は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
で
は
本

わ
れ
わ
れ
が
研
究
部
会
で
討
論
を
重
ね
た
結
果
、
問
題
に
な
っ
た
の

1
　
何
故
、
円
了
は
こ
の
『
倫
理
学
』
書
を
テ
キ
ス
ト
に
採
用
さ
せ
た
の
か
。

2
　
円
了
に
と
っ
て
「
聖
人
」
で
あ
る
カ
ン
ト
と
同
『
倫
理
学
』
書
の
主
張
と
は
ど
の
よ
う
な
脈
絡
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

3
　
そ
も
そ
も
こ
の
『
倫
理
学
』
書
の
内
容
は
ー
問
題
と
さ
れ
た
部
分
的
表
現
や
倫
理
説
は
別
と
し
て
ー
ど
の
よ
う
な
立
場
の
も
の

　
　
で
あ
り
、
当
時
の
西
欧
思
想
の
流
れ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

こ
れ
ら
の
諸
点
に
関
し
て
は
、
従
来
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
円
了
が
、
帰
国
後
、
「
哲
学
館
事
件
」
そ
の
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も
の
に
た
い
し
た
シ
ョ
ッ
ク
も
う
け
ず
、
冷
静
に
対
応
し
た
こ
と
も
意
味
深
長
で
あ
る
。
し
か
し
本
研
究
に
お
い
て
、
な
お
多
く
の
点

に
お
い
て
資
料
の
不
足
か
ら
今
後
の
補
正
を
要
す
る
部
分
の
多
い
こ
と
も
卒
直
に
言
明
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
「
つ
に
は
明
治
啓
蒙

思
想
史
に
つ
い
て
今
な
お
、
実
証
的
な
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
二
つ
に
は
円
了
自
身
に
関
す
る
一
次
資
料
の
欠
如
に
由
来
し
て

い
る
。
現
に
円
了
の
全
著
作
の
収
集
さ
え
、
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
に
加
え
て
本
研
究
と
平
行
し
て
進
行
し
つ
つ
あ
る
「
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
年
史
」
編
纂
事
業
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ご

と
く
、

　
1
　
思
想
史
の
力
法
論
が
過
去
一
〇
年
間
に
完
全
に
一
変
し
た
こ
と

　
2
　
西
欧
思
想
史
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
相
継
ぐ
新
資
料
の
発
掘
の
結
果
、
一
大
方
向
転
換
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

　
3
　
特
に
一
八
、
一
九
世
紀
思
想
史
に
関
し
て
は
、
西
欧
主
要
国
間
の
思
想
史
的
交
流
が
重
視
さ
れ
始
め
た
こ
と

等
の
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
の
円
r
研
究
も
内
外
共
に
多
大
の
苦
労
を
伴
わ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
『
倫
理
学
』
に
盛
ら
れ
た
基
本
的
解
釈
を
介
し
て
、
円
了
の
把
握
し
た
カ
ン
ト
が
い
か
な
る
カ
ン

ト
で
あ
っ
た
か
を
一
応
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
円
了
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
画
期
的
事
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
よ
い
と
自

負
し
て
い
る
。

　
以
上
の
ご
と
き
観
点
か
ら

　
一
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ヅ
ド
『
倫
理
学
』
の
概
要
お
よ
び
そ
の
諸
版

　
二
、
『
倫
理
学
』
の
構
成
お
よ
び
文
献
的
考
察

　
三
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
倫
理
学
と
井
上
円
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
三
部
に
わ
た
り
論
述
し
た
い
。

28



（
1注）

従
来
い
く
た
び
か
研
究
会
、
発
表
会
、
そ
の
他
で
言
及
し
た
特
殊
な
問
題
点
、
例
え
ぽ
ー
カ
ン
ト
よ
り
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
に
至
る
哲
学
史

的
系
譜
等
々
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
本
論
文
は
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
学
説
を
介
し
て
考
察
さ
れ

た
カ
ン
ト
論
の
一
概
論
に
す
ぎ
な
い
。
従
来
哲
学
史
に
お
い
て
全
く
と
り
あ
げ
て
い
な
い
「
文
脈
」
に
お
い
て
の
論
考
な
の
で
、
こ
の

点
に
関
し
て
多
少
詳
細
に
わ
た
っ
た
こ
と
を
了
解
願
い
た
い
。

一、

~
ュ
ア
へ
ツ
ド

『
倫
理
学
』
の
概
要
お
よ
び
そ
の
諸
版

円了とスコットランド哲学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
『
倫
理
学
』
は
「
大
学
拡
張
会
」
ご
己
く
。
邑
蔓
忠
国
×
冨
房
日
コ
ー
哲
学
、
文
学
、
科
学
、
歴
史
等
の
新
知
識
を

↓
般
人
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
1
が
広
く
世
人
に
頒
布
し
た
大
学
叢
書
の
一
つ
で
あ
る
。
著
者
は
で
き
る
か
ぎ
り
客
観

的
な
論
述
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
文
章
は
必
ず
し
も
平
易
で
な
い
が
、
多
数
の
参
考
文
献
を
引
用
し
、
研
究
者
に
適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
著
書
は
当
時
の
英
国
で
ど
の
よ
う
な
倫
理
諸
学
説
が
、
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
一
好
文
献
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
著
書
に
つ
い
て
は
「
こ
の
書
の
心
理
学
の
部
分
、
す
な
わ
ち
情
意
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
吾
人
は
全
く
同
意
を
表
す
る
能
わ
ざ

　
　
　
（
2
）

る
も
の
な
り
」
と
の
批
判
も
あ
り
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
多
く
の
批
判
や
残
さ
れ
た
問
題
点
の
存
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
た
い
。

　
さ
て
こ
の
著
書
に
「
貫
す
る
思
想
は
、
グ
リ
ー
ン
の
「
自
我
実
現
説
」
で
あ
り
、
こ
の
思
想
は
当
時
の
欧
・
米
の
思
想
界
に
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
勢
力
を
占
め
つ
つ
あ
る
学
説
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
倫
理
学
』
は
五
篇
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
篇
の
簡
潔
な
要
約
は
以
下
の
よ

う
に
な
ろ
う
。
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第
一
篇
　
倫
理
学

　
第
一
章
ー
道
徳
と
倫
理
学
の
諸
問
題
を
歴
史
的
、
語
源
的
に
説
明
し
、
「
倫
理
学
は
精
確
に
は
、
そ
の
起
源
（
慣
習
）
が
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
、
［
す
な
わ
ち
］
道
徳
的
品
性
の
学
で
あ
る
。
」
（
口
主
o
功
冨
▽
「
。
ユ
切
①
巨
≦
ゴ
四
二
㌃
α
o
ユ
毒
｛
δ
コ
（
⇔
恥
o
句
）
一
∋
℃
琴
む
。
－
呂
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

④
o
完
コ
o
霧
o
｛
∋
o
「
巴
警
①
田
o
〔
⑦
「
°
）
と
す
る
。

　
第
二
章
　
　
倫
理
学
と
い
う
科
学
を
論
述
し
、
「
倫
理
学
は
、
原
初
的
に
空
間
と
時
間
に
お
け
る
一
事
実
と
し
て
行
為
8
え
⊂
ひ
↓
に

関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ぽ
、
過
去
に
お
け
る
あ
る
諸
原
因
に
追
従
し
、
未
来
に
お
け
る
諸
結
果
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
る
、

現
に
こ
の
場
で
な
さ
れ
た
あ
る
事
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
行
為
に
関
す
る
判
断
に
関
係
し
、
し
か
じ
か
の
行
為
は
、
正
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
し
邪
で
あ
る
と
い
う
判
断
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
結
論
的
に
倫
理
学
は
「
規
範
」
学
．
．
コ
o
「
日
四
二
く
Φ
、
．
切
巳
8
8
ω
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。

　
第
三
章
－
倫
理
学
の
範
囲
を
取
扱
い
、
「
ω
倫
理
学
は
規
定
的
「
。
σ
q
三
昌
く
⑳
で
あ
る
。
②
倫
理
学
は
人
を
意
識
的
∩
自
c
・
∩
5
⊆
°
・
［
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

も
の
］
と
し
て
取
扱
う
。
③
倫
理
学
は
哲
学
と
一
層
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
」
と
し
倫
理
学
は
「
実
践
」
学
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
二
篇
　
道
徳
的
判
断

　
第
一
章
ー
道
徳
的
判
断
の
対
象
を
論
じ
て
い
る
。
道
徳
的
判
断
の
対
象
は
、
行
為
（
8
コ
ユ
⊆
9
）
お
よ
び
品
性
（
6
冨
「
碧
宮
「
）
で

（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

あ
り
、
行
為
（
ひ
o
コ
ユ
⊆
o
｛
）
を
「
人
間
的
行
為
」
、
（
言
日
昌
9
二
8
）
と
定
義
す
る
。
行
為
（
o
o
コ
合
9
）
に
は
二
面
あ
り
、
　
一
は
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

思
、
他
は
行
為
（
①
n
ぎ
コ
）
で
あ
る
。
ま
た
行
為
（
8
コ
α
⊂
9
）
は
内
的
原
因
と
外
的
原
因
を
も
っ
て
い
る
。

　
次
に
「
品
性
は
意
志
と
離
れ
、
意
志
に
外
部
か
ら
作
用
す
る
何
か
で
は
な
く
て
衝
動
お
よ
び
欲
望
（
匹
o
ω
…
「
o
°
a
）
体
系
を
調
節
す
る
習



円了とスコットランド哲学

慣
的
様
式
（
訂
ひ
一
ε
巴
∋
o
△
。
）
で
あ
り
、
こ
の
体
系
は
、
主
観
的
に
見
る
な
ら
品
性
の
行
使
の
場
（
｛
匡
匹
。
二
冨
。
×
。
日
ω
。
）
で

（
1
2
）

あ
る
」
。
こ
の
こ
と
か
ら
品
性
は
、
こ
れ
迄
「
意
志
の
習
慣
」
と
さ
れ
た
り
、
ま
た
J
・
S
ー
ミ
ル
に
よ
っ
て
品
性
は
「
一
つ
の
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

様
式
化
さ
れ
た
意
志
（
①
8
∋
旦
。
｛
⑦
ε
冨
切
三
8
江
乞
≡
）
」
と
述
べ
た
り
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
ー
道
徳
判
断
の
基
準
、
道
徳
法
を
論
じ
て
い
る
。
道
徳
的
判
断
の
基
準
は
二
種
あ
り
、
一
は
行
為
（
8
昆
ξ
↓
）
を
「
正
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

（
詰
宮
）
な
い
し
「
邪
」
（
≦
「
o
口
σ
q
）
と
し
、
他
は
「
善
」
（
加
o
o
△
）
な
い
し
「
悪
」
（
ひ
註
）
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
道
徳
的
判

断
に
は
二
種
の
基
準
（
c
り
一
切
口
‥
］
①
「
ユ
）
な
い
し
同
一
基
準
を
考
想
す
る
二
種
の
異
な
る
方
法
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
法
（
訂
≦
）
よ
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
も
の
と
目
的
（
o
口
△
）
よ
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
篇
　
目
的
に
関
す
る
諸
学
説

　
第
［
章
ー
快
楽
を
目
的
と
し
、
快
楽
を
増
す
も
の
を
善
と
名
ず
け
る
諸
学
派
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
学
派
に
は
、
個
人
主
義
的
快
楽
説
（
一
ロ
工
一
く
一
工
⊂
餌
＝
u
〔
⇔
一
〇
コ
⑦
工
O
口
一
ω
日
）
な
い
し
は
利
己
主
義
的
快
楽
説
（
国
α
q
2
切
’
ざ
コ
⑳
ユ
。
三
ω
∋
）
と
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

他
主
義
的
快
楽
説
（
≧
茸
9
°
・
己
∩
コ
⑦
エ
o
己
切
∋
）
な
い
し
は
普
遍
的
快
楽
説
（
⊂
コ
乏
o
訪
巴
巨
8
エ
江
8
一
m
∋
）
と
が
存
在
す
る
。
前
者
は

ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
で
あ
り
後
者
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ー
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
、
ベ
ン
サ
ム
、
ジ
ェ
ム
ズ
ー
ミ
ル
、
J
・
S
ー
・
・
ル
お
よ
び
シ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ヂ
ウ
ィ
ク
教
授
で
あ
る
。

　
道
徳
判
断
の
基
準
で
あ
る
快
楽
は
、
個
人
の
最
大
幸
福
で
は
な
く
　
切
の
人
間
の
要
求
（
巳
巴
ヨ
切
）
の
平
等
性
（
Φ
ρ
⊂
①
＝
蔓
）
を
基
礎

と
し
て
計
算
さ
れ
た
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
各
人
は
一
と
し
て
数
え
る
べ
き
で
あ
り
、
何
人
も
一
以
上
に

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

数
う
べ
き
で
は
な
い
。
」
（
国
く
m
O
亘
o
号
び
8
⊂
葺
o
臥
合
「
o
コ
o
、
§
巳
コ
。
●
o
△
∨
8
「
ヨ
9
0
芸
碧
o
コ
ε
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

主
々
義
的
原
理
が
、
グ
リ
ー
ン
が
指
摘
す
る
如
く
、
功
利
説
を
立
法
改
革
の
有
効
な
手
段
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
立
早
i
l
克
己
（
切
Φ
＝
ー
8
君
器
切
［
）
を
目
的
と
す
る
説
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
人
間
の
欲
望
は
、
概
し
て
、
そ
の
本
性
上
、
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理
性
と
決
し
て
止
ま
ら
な
い
闘
争
（
零
く
⑦
「
1
0
窪
ω
ぎ
σ
q
8
コ
完
6
｛
）
を
な
す
。
そ
こ
で
徳
は
欲
望
の
合
理
的
意
志
（
「
o
ま
コ
巴
き
5
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

為
（
P
O
’
δ
コ
）
を
決
定
す
る
欲
求
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
に
存
す
る
と
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
、
理
性
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
同
一
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
理
性
は
人
間
の
特
質
で
あ
り
、
真
我
（
☆
己
m
ω
Φ
5
な
い
し
永
久
的
自
我
（
で
2
日
碧
Φ
暮
゜
・
m
5
の
名
で
語
ら
れ
る
も

　
　
（
2
1
）

の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
善
た
ら
ん
が
た
め
に
は
、
行
為
（
①
n
↓
）
［
者
］
は
、
そ
れ
を
命
ず
る
（
Φ
巳
o
日
ω
）
理
性
を
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

し
、
こ
れ
ら
の
説
を
「
義
務
の
た
め
に
す
る
義
務
の
説
」
（
各
o
各
o
o
q
o
〔
匹
⊆
口
合
「
ユ
c
蔓
．
°
・
°
・
畏
o
）
と
よ
ん
で
い
る
。

　
第
三
章
　
　
進
化
論
的
快
楽
説
（
国
く
。
巨
…
。
目
目
＝
a
o
邑
c
・
§
）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
主
と
し
て
H
・
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
る
生
物

進
化
論
（
三
〇
δ
σ
q
民
巴
Φ
＜
。
巨
δ
コ
）
と
提
携
し
た
功
利
説
が
、
述
べ
ら
れ
る
。
旧
功
利
説
で
は
社
会
を
静
的
に
見
て
お
り
、
人
間
を
原
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

と
見
な
し
、
社
会
は
、
相
対
的
に
不
変
な
諸
原
子
の
集
合
体
と
認
め
る
。

　
こ
の
よ
う
な
旧
功
利
説
、
つ
ま
り
「
原
子
論
」
（
巴
o
ヨ
［
。
子
8
目
）
説
に
有
機
体
説
（
各
。
2
0
q
①
巳
。
）
が
と
っ
て
代
わ
っ
た
。
後
者
に

よ
れ
ば
、
人
は
単
に
社
会
に
存
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
に
対
す
る
関
係
に
よ
っ
て
現
に
在
る
が
如
く
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
社
会
と
の
連
結
は
外
的
、
機
械
的
で
な
く
内
的
、
有
機
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
こ
の
説
の
問
題
点
は
、
快
楽
説
と
「
無
批
判
的
協
調
」
（
⊆
コ
。
「
三
n
巴
旬
≡
昌
8
）
し
た
点
に
あ
る
。

　
第
四
篇
　
善
と
し
て
の
目
的

　
第
一
章
1
こ
こ
で
は
こ
れ
迄
、
論
述
し
て
き
た
諸
学
説
の
問
題
点
の
分
析
、
批
判
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
概
括
を
行
っ
て
い
る
。

　
ω
　
道
徳
［
性
］
（
ヨ
o
「
些
巨
）
の
基
準
は
原
初
的
に
目
的
で
あ
っ
て
法
（
訂
≦
）
で
は
な
い
。
道
徳
［
律
］
法
（
∋
o
田
＝
四
≦
）
は
道

　
　
　
徳
的
目
的
の
概
念
か
ら
発
す
る
と
き
妥
当
で
あ
る
。

　
②
　
そ
の
目
的
は
自
我
の
一
理
想
（
己
o
豊
で
あ
る
。
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③
　
こ
の
理
想
的
自
我
は
、
快
楽
に
関
す
る
最
も
完
全
な
欲
望
の
満
足
か
ら
由
来
す
る
快
適
と
い
う
意
識
状
態
の
中
に
お
い
て
さ
え

　
　
　
も
実
現
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
欲
望
を
云
々
す
る
こ
と
は
問
題
外
と
し
て
も
、
理
性
に
よ
り
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
も
完
全
な
欲
望
が
定
義
付
け
ら
れ
て
も
、
こ
の
自
我
は
実
現
さ
れ
え
な
い
。

　
ω
　
…
…
こ
の
よ
う
に
定
義
付
け
ら
れ
た
自
我
は
、
分
離
さ
れ
た
一
原
子
で
な
く
て
、
そ
れ
が
一
社
会
の
一
員
と
し
て
の
み
理
解
さ

　
　
　
れ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
り
、
こ
の
自
我
固
有
の
道
徳
的
判
断
は
、
既
に
そ
の
環
境
の
中
に
確
立
さ
れ
た
道
徳
的
一
秩
序
を

　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
　
反
映
し
て
い
る
…
…
。

　
以
上
の
よ
う
に
自
我
と
社
会
の
諸
問
題
を
、
い
わ
ゆ
る
快
楽
主
義
と
そ
の
反
定
立
、
い
わ
ゆ
る
自
然
法
的
道
徳
説
と
の
両
面
か
ら
論

述
し
道
徳
に
関
す
る
習
俗
論
的
見
地
を
述
べ
て
い
る
。

　
第
二
章
－
［
増
版
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
テ
キ
ス
ト
原
書
に
な
い
の
で
、
市
川
一
郎
訳
著
『
ミ
ュ
ア
ヘ
ヅ
ド
倫
理
学
講

義
』
－
注
③
参
照
ー
に
従
っ
て
要
約
を
行
う
。
］

　
こ
こ
で
は
善
の
統
一
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
つ
ま
り
諸
基
準
の
外
観
上
の
衝
突
、
社
会
の
不
調
和
に
よ
る
衝
突
、
自
己
発
展

（
切
o
＝
ー
合
く
而
言
o
∋
m
葺
）
と
自
己
屈
従
（
°
・
o
＝
1
⑩
巨
「
o
コ
ユ
o
「
）
の
衝
突
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衝
突
に
つ
い
て
は
「
初
歩

的
困
難
の
或
る
物
を
除
去
し
、
且
つ
系
統
的
に
追
求
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
道
徳
的
世
界
統
一
の
発
端
的
仮
定
に
付
着
す
る
こ
と
が
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
必
要
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
三
章
1
こ
こ
で
は
善
の
諸
形
式
の
分
類
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
善
行
［
者
］
（
σ
q
。
。
ユ
8
ロ
合
9
）
の
諸
義
務
な
い
し
諸
形
式

は
、
諸
徳
な
い
し
品
性
の
諸
性
質
に
従
っ
て
、
な
い
し
は
そ
れ
ら
の
行
使
の
場
を
保
障
す
る
社
会
的
諸
制
度
（
切
O
O
一
①
一
一
コ
c
力
⇔
一
｛
⊆
け
一
〇
コ
c
力
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

従
っ
て
分
類
可
能
で
あ
る
、
と
す
る
。
善
の
諸
形
式
に
つ
い
て
は
次
の
分
類
表
を
示
し
て
い
る
。
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　　　　　　　　　§．79．分類私案

連関入他　
　

連
御

関
制

己
已

自
自

　
（

節制　　自己尊重
　　　　（自己愛）

知性的美徳

ξ麟鰺聾謬震繊『螂一正義［：：難簸㌶幣》理㌃7グスチユヌス）コ

嵩岱哲謡殼鴛2鐘ε訟｝－t・愛〔欝こ編されたコ

　
合

　
場

　
た

に
れ

係
さ

関
使

諸
行

的
て

図
い

意
お

κ拙に係
合

関
場

諸
た

的
れ

図
さ

意
使

無
行

家族　　　　　　近隣　　　　　　国家　　　　　　人類
（孝行、その他）（公共的精神）　　（愛国心）　　　　（人類愛＝人類ヘノ愛）

　業務における場合
（債務その他の履行に関しての名与心）

誠’一さ

　　社会
礼儀（小事に関する仁愛）

　　集中　　　精確、等
（勇気の一形式）

真理固守性

教会ないし党派
（忠誠、集団心）

真理の伝達に際して

卒但無私　　適当な控え目

　　　　真理の生活への適用に際して

比較的狭い意味で、慎慮［利口］
例えば、われわれが利口な主婦と
いったような場合のように

比較的広い意味における賢明さ［英知］
例えば、われわれが賢明な相談役といった
ような場合

cf．　vThe　Elements　of　Ethics”P．201

マ
．
っ
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第
四
章
　
　
　
［
改
版
に
よ
り
増
加
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
原
書
に
な
い
の
で
、
従
っ
て
前
掲
、
石
川
訳
著
『
倫
理
学
講
義
』
よ
り
要
約
］

こ
こ
で
は
主
要
徳
と
し
て
、
節
制
、
正
義
、
知
恵
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
節
制
は
抑
制
（
「
o
ω
ひ
「
巴
己
）
を
暗
示
し
、
こ
れ
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
激
情
な
い
し
衝
動
一
般
の
管
理
を
意
味
す
る
古
義
に
返
る
こ
と
で
あ
る
。
正
義
は
、
理
想
な
い
し
は
品
性
の
典
型
を
表
わ

し
、
ま
た
こ
れ
に
効
果
を
与
え
る
制
度
と
法
令
の
体
制
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
知
恵
に
つ
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
「
人
生
の
真
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

的
の
洞
察
…
…
こ
の
洞
察
に
効
果
を
与
へ
る
能
力
」
を
意
味
し
た
等
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
五
篇
　
道
徳
的
進
歩

　
第
一
章
　
　
道
徳
的
規
準
が
相
対
的
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
こ
れ
ま
で
道
徳
的
規
準
は
、
固
定
さ
れ
た
、
絶
対
的
な
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

考
え
ら
れ
て
き
た
」
が
「
こ
の
固
定
さ
れ
た
規
準
の
中
に
、
事
実
、
差
異
が
分
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
道
徳
［
性
］
（
日
。
「
‘

陪
＝
蔓
）
は
時
代
か
ら
時
代
へ
、
ま
た
異
な
る
諸
事
情
の
も
と
に
、
異
な
る
こ
と
は
疑
い
な
く
真
で
あ
る
。
道
徳
は
す
べ
て
の
時
代
と
す

べ
て
の
国
に
お
い
て
同
一
根
源
か
ら
、
換
言
す
れ
ぽ
そ
の
質
料
な
い
し
内
容
が
変
化
す
る
間
、
そ
の
形
式
な
い
し
本
質
は
同
一
の
ま
ま

　
（
3
2
）

で
あ
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
　
　
こ
こ
で
は
道
徳
的
基
準
は
進
歩
的
（
O
「
0
0
q
「
Φ
ω
o
‘
｛
＜
O
）
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
「
進
歩
と
は
あ
る

目
的
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
変
化
を
意
味
す
る
、
そ
し
て
こ
の
目
的
は
継
起
的
諸
段
階
を
調
和
し
説
明
す
る
統
一
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
3
3
）

理
（
≡
而
o
ユ
g
三
〇
〇
｛
巨
言
）
で
あ
る
」
と
述
べ
、
進
歩
の
一
般
法
則
等
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
三
章
1
ー
道
徳
的
基
準
が
理
想
的
（
己
o
竺
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
「
意
識
n
o
コ
ω
○
日
⊆
切
奉
切
切

（
〔
O
コ
レ
‘
∩
一
「
O
）
は
、
わ
れ
わ
れ
が
知
識
［
認
識
］
と
呼
ぶ
活
動
様
式
（
日
o
エ
o
o
〔
胃
ご
＜
ξ
）
に
お
い
て
現
実
化
さ
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

自
身
が
も
っ
て
い
る
感
受
力
（
ω
⑳
コ
゜
・
m
）
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
意
識
は
知
識
の
能
動
原
理
（
〉
。
［
ぞ
㊦
勺
ユ
コ
〇
一
豆
①
）
で
あ
る
こ
と
、
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

と
良
心
の
関
係
、
良
心
の
社
会
環
境
（
ω
0
0
一
①
一
　
切
コ
＜
一
「
O
コ
「
口
①
コ
｛
）
等
を
論
じ
、
道
徳
的
基
準
が
理
想
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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（
3
6
）

　
と
こ
ろ
で
『
倫
理
学
』
の
中
の
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
自
身
に
よ
る
彼
の
「
本
書
の
概
括
」
を
要
約
す
れ
ぽ
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

　
A
、
道
徳
的
判
断
ー
わ
れ
わ
れ
が
道
徳
的
判
断
の
基
準
を
探
究
す
る
際
、
目
的
の
観
念
中
に
そ
の
基
準
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
場
合
、
そ
の
目
的
は
行
為
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
倫
理
学
の
素
材
」
ー
ω
正
邪
善
悪
の
判
断
、
②
そ
れ
に

含
ま
れ
る
目
的
の
概
念
、
③
一
種
の
自
我
実
現
と
し
て
の
目
的
の
定
義
ー
に
よ
り
、
目
的
の
本
質
に
関
す
る
諸
学
説
の
批
判
を
試
み

た
。
そ
の
結
果
伝
統
的
諸
学
説
に
つ
い
て
以
下
の
問
題
点
が
判
明
し
た
。

　
　
　
快
楽
説
芸
。
旦
窪
切
葺
。
庄
⑳
o
q
は
ー
「
正
と
便
（
宜
）
と
を
同
一
視
し
て
」
、
結
局
「
べ
き
で
あ
る
」
（
至
上
命
法
）
が
ど
の

　
　
よ
う
に
し
て
存
在
し
う
る
か
の
解
明
に
失
敗
し
た
。
ま
た
「
目
的
を
以
て
一
切
の
欲
望
を
犠
牲
に
す
る
に
あ
り
と
す
る
学
説
」
も

　
　
同
様
に
　
　
不
完
全
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　
　
し
か
し
、
こ
の
両
学
説
は
自
我
の
概
念
を
異
に
す
る
が
個
人
主
義
的
で
あ
る
点
で
は
［
致
し
て
い
る
。
両
説
の
解
決
し
よ
う
と
し

　
　
た
問
題
が
、
道
徳
的
判
断
と
ー
一
方
に
お
い
て
は
こ
の
判
断
よ
り
生
じ
、
他
方
で
は
善
の
観
念
か
ら
生
じ
る
ー
行
為
の
格
率

　
　
と
を
連
結
す
る
連
鎖
を
見
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
両
説
共
、
自
我
を
中
名
辞
と
容
認
す
る
の
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
　
次
に
両
説
が
解
決
で
き
な
か
っ
た
問
題
点
は
、
自
我
を
社
会
的
関
係
か
ら
分
離
し
て
抽
象
的
に
と
ら
え
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
結

　
　
果
自
我
か
ら
「
連
結
を
与
え
う
べ
き
内
容
」
を
取
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
進
化
論
的
倫
理
学
各
。
国
く
。
ζ
δ
己
Q
団
｛
巨
∩
切
1
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
学
説
の
個
人
と
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
有
機
的

　
　
概
念
を
高
く
容
認
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
観
念
の
倫
理
学
に
応
用
さ
れ
る
方
法
を
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説
は
人
性
の
決

　
　
定
的
要
素
で
あ
る
善
の
観
念
か
ら
全
く
離
れ
「
利
己
的
勢
力
と
利
他
的
努
力
と
の
精
神
的
闘
争
と
、
同
一
環
境
に
お
け
る
有
機
体

　
　
の
生
存
競
争
と
の
二
方
面
の
観
察
の
上
に
」
の
み
倫
理
学
を
考
察
し
、
完
成
を
試
み
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
B
、
更
に
次
の
諸
点
を
考
察
し
た
。
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ω
　
旧
学
説
が
、
人
性
を
他
と
区
別
す
る
特
質
で
あ
る
意
識
的
目
的
の
観
念
よ
り
転
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
調
和

　
　
　
的
発
達
は
自
意
識
者
の
究
意
的
統
一
目
的
を
決
定
す
る
、
人
性
の
種
々
の
要
素
を
悉
く
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ

　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
。

　
②
　
各
人
の
意
志
を
構
成
す
る
目
的
の
方
面
よ
り
、
個
人
的
善
と
社
会
的
善
と
の
本
質
的
一
致
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
生
物
学
的
倫
理
学
は
こ
れ
を
事
実
と
考
え
る
が
、
そ
の
自
然
主
義
的
仮
定
の
為
に
こ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

　
　
　
と
い
う
点
。

　
㈲
　
こ
の
よ
う
に
し
て
到
達
し
た
見
解
に
よ
り
、
良
心
は
彼
の
位
置
お
よ
び
義
務
に
よ
っ
て
現
さ
れ
る
、
各
道
徳
的
秩
序
に
お
け

　
　
　
る
反
映
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
善
は
彼
の
社
会
的
関
係
、
換
言
す
れ
ば
善
行
為
そ
の
も
の
の
名
に
よ
っ
て

　
　
　
現
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
。

人
の
地
位
お
よ
び
義
務
－
義
務
感
は
あ
る
特
殊
な
「
義
務
」
に
関
連
し
て
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
こ
と
を
為
す

と
は
、
人
が
抽
象
的
法
則
を
思
考
す
る
こ
と
で
な
く
、
人
が
具
体
的
人
間
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
義
務
は

実
際
に
、
抽
象
的
で
は
決
し
て
な
く
、
つ
ね
に
あ
る
も
の
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
る
も
の
と
は
、
つ
ね
に
人
間
の
興
味

の
あ
る
［
定
の
対
象
ー
家
族
、
業
務
、
修
養
等
1
た
る
も
の
で
あ
る
。
［
市
川
訳
著
、
二
二
三
頁
］

　
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
が
真
理
の
認
識
と
美
の
享
楽
と
に
お
い
て
有
す
る
利
害
に
よ
っ
て
、
同
時
に
条
件
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
徳
的
諸
性
質
ー
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
異
な
る
名
称
で
呼
ぼ
れ
る
が
、
こ
れ
を
個
別
的
徳
と
し
て
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
察

し
た
。
そ
の
結
果
、
個
人
は
そ
の
性
質
や
教
育
の
不
適
切
さ
か
ら
道
徳
化
さ
れ
る
こ
と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
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し
か
し
、
善
た
る
こ
と
は
、
人
は
人
と
し
て
の
清
廉
一
葺
Φ
o
q
巳
∨
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
徳
は
種
々
の
見
地
か
ら
観
察
さ
れ
る

　
の
で
種
々
の
名
称
と
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
主
要
徳
は
、
ち
ょ
う
ど
羅
針
盤
の
方
位
点
の
よ
う
に
、
一
般
的
自
然
的
及
び

　
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
あ
る
方
向
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
道
徳
的
基
準
忌
。
旦
切
冨
ロ
α
①
己
i
時
代
や
国
民
が
異
な
る
に
従
っ
て
道
徳
的
基
準
が
変
化
し
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。
道

　
徳
的
基
準
の
変
化
そ
の
も
の
は
、
あ
る
順
序
に
従
い
、
そ
の
順
序
は
発
達
の
一
般
的
仮
定
の
種
々
の
段
階
と
し
て
見
出
さ
れ
る
。
そ

　
し
て
こ
の
発
達
の
一
般
的
過
程
に
は
、
国
民
に
よ
る
理
想
の
相
違
を
生
ず
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
進
歩
の
主
方
向
に
根
本
的
一
致
が

　
存
在
す
る
。

　
最
後
に
、
近
代
自
然
主
義
の
批
判
を
行
い
、
究
極
的
規
範
は
人
性
の
外
的
な
「
環
境
」
の
中
に
求
む
べ
き
も
の
で
な
く
、
科
学
的
理

想
の
矛
盾
の
な
い
概
念
の
世
界
の
、
意
志
の
面
と
同
価
値
で
あ
る
、
矛
盾
の
な
い
社
会
的
目
的
界
の
、
理
想
中
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
「
目
的
」
は
自
然
的
に
生
ず
る
条
件
を
も
つ
平
静
な
平
衡
中
に
求
め
る
べ
き
で
な
く
「
真
理
の
い
か
な
る
も
の

か
を
知
り
、
美
な
る
も
の
を
作
ら
ん
と
し
、
苦
痛
と
恐
怖
に
堪
え
、
人
間
社
会
の
あ
る
種
の
利
益
の
た
め
に
快
楽
の
誘
惑
に
抵
抗
し
よ

う
と
す
る
意
志
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を
個
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、
与
え
か
つ
取
る
こ
と
を
許
容
し
う
る
、
す
な
わ
ち
彼
の
好
む
と
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
の
で
な
く
し
て
、
当
然
し
か
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も
の
を
他
人
に
与
え
よ
う
と
す
る
意
志
」
の
絶
え
間
な
く
よ
り
完
全
へ
と

成
長
発
達
中
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
以
上
か
ら
、
こ
の
『
倫
理
学
』
で
著
者
は
、
道
徳
的
判
断
は
、
即
ち
行
為
お
よ
び
品
性
に
対
す
る
判
断
で
あ
る
こ
と
、
次
に
こ

の
判
断
の
基
準
を
探
究
し
、
諸
説
を
検
証
す
る
と
き
、
外
部
の
法
則
な
い
し
良
心
は
基
準
と
は
い
え
ず
、
人
の
目
的
を
以
て
基
準
と
す

べ
き
こ
と
、
さ
ら
に
目
的
に
関
す
る
諸
説
、
即
ち
快
楽
説
、
克
己
説
、
進
化
論
等
を
検
証
し
、
こ
れ
ら
も
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
論

じ
、
遂
に
目
的
は
一
般
的
衆
善
ひ
。
ヨ
日
8
0
8
0
で
あ
る
と
結
論
し
、
諸
徳
を
分
類
し
、
最
後
に
道
徳
の
進
歩
を
述
べ
、
そ
れ
が
理
想
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的
な
も
の
で
あ
る
。
と
結
論
し
て
い
る
。

桑
木
補
訳
、
明
治
三
五
年
、
七
版
、
緒
言
参
照

二
、
『
倫
理
学
』
の
構
成
お
よ
び
文
献
的
考
察

　
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
「
倫
理
学
」
に
関
し
て
入
手
で
き
た
文
献
は
次
の
四
種
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

④
　
原
書
ζ
⊂
一
｝
⑳
菖
　
、
．
↓
ゴ
o
団
［
o
∋
⑦
具
゜
。
o
｛
卑
巨
n
m
、
、
［
二
版
］

㈲
　
訳
述
、
補
訳
、
訳
著

　
　
ω
　
秦
ユ
新
ア
蜘
へ
剛
ド
㎜
魑
『
倫
理
学
』
　
明
治
三
〇
年
五
月
二
七
日
、
冨
山
房
［
初
版
？
］

　
　
②
　
暎
掴
如
学
封
案
劇
齢
鞄
酬
瀬
著
『
倫
理
学
』
全
　
明
治
三
五
年
八
月
一
〇
日
、
七
版
、
冨
山
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
　
③
　
市
川
一
郎
訳
著
『
べ
μ
U
ア
倫
理
学
講
義
』
、
大
正
；
一
年
九
月
一
五
日
、
啓
文
社
、
［
三
版
？
］

ω
　
解
説
書

　
　
ω
　
漠
味
磁
理
洗
寸
癬
闇
氏
倫
理
学
『
倫
理
学
書
解
説
』
　
明
治
三
五
年
四
月
二
〇
日
、
五
版
［
明
治
三
三
年
七
月
、
初
版
］

　
　
②
　
中
嶋
教
授
述
、
ベ
パ
財
ア
『
倫
理
学
』
完
（
非
売
品
）
　
大
正
五
年
［
騰
写
版
］

㈲
　
論
文
［
解
説
］

　
　
ω
　
ミ
ュ
イ
ア
ヘ
ッ
ド
氏
倫
理
学
書
、
西
暦
一
八
九
二
出
版
　
　
昇
け
『
”
プ
け
⇔
中
島
力
造
著
『
競
近
の
倫
理
学
書
』
全
、
明
治
三

　
　
　
　
　
五
年
八
月
二
八
日
、
再
版
［
初
版
、
明
治
二
九
年
三
月
二
八
日
］
、
一
一
四
ー
一
二
七
頁
」

　
以
上
か
ら
判
断
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
訳
書
は
原
著
の
正
確
な
訳
で
は
な
く
、
他
は
二
次
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
れ
ら
に
依
拠
し
て
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
「
倫
理
学
」
を
精
確
に
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
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『倫　理　学』　（1～3版）

　　編、章、節、表

篇 1 2 3 4 5 計　　5

（1） （2） （3） （4） （5） （5）

［1］ ［2］ ［3］ ［4］ ［5］ ［5］

章 1　2　3 1　　2 1　2 1　2 1　2　3 12

（1）（2）（3） （1）　（2） （1）（2）（3） （1）（2） （1）（2）（3） （13）

［1〕［2］［3］ ［1］［2］ ［1］［2］［3］ ［1］［2］［3］［4］ ［1］［2］［3］ ［15］

節 5　4　4 12　11 14　6　　5 8　7 4　9　9 98

（6）（4）（4） （12）（13） （14）（11）（5） （8）（7） （5）（9）（10） （108）

〔6］［3］［5］ ［11］［9］ ［15］［9］［6］ ［7］［5］［5］［4］ ［4］［7］［11］ ［107］

補
［1］［1］ ［1］ ［1］ ［1］ ［5］

遺

附
［2］ ［2］

録



　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
括
弧
な
し
は
初
版
、
　
は
二
版
、
　
は
三
版
を
示
す
。
編
、
章
は
そ
れ
ぞ
れ
一
－
五
篇
を
、
一
－
三
章
な
い
し
一
ー
四
章
を
示
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

る
が
、
節
の
み
は
節
の
数
を
示
す
。
例
え
ば
、
初
版
の
第
一
篇
、
第
一
章
は
五
節
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
表
よ
り
各
増
減
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
お
り
、

　
初
版
ー
五
篇
、
　
一
二
章
、
九
八
節

　
二
版
ー
五
篇
、
　
一
三
章
、
　
一
〇
八
節

　
三
版
ー
五
篇
、
一
五
章
、
一
〇
七
節
、
補
遺
、
五
、
付
録
、
二

の
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
『
倫
理
学
』
の
各
版
の
目
次
ー
節
は
紙
数
の
た
め
除
く
ー
を
示
す
。

初
版
［
）
、
）
L
D
－
］

二
版
［
）
a
（
］

円了とスコットランド哲学

　
　
　
　
序
論

第
一
篇
　
倫
理
学

　
第
一
章
　
倫
理
学
の
問
題

　
第
二
章
　
倫
理
学
な
る
科
学
あ
る
か

　
第
三
章
　
倫
理
学
の
範
囲

第
二
篇
　
道
徳
的
判
断

　
第
一
章
　
道
徳
的
判
断
の
対
象

万
8
↓
旬
o
Φ

ロo

n
O
ア
　
一
゜
．
「
ゴ
O
ω
O
一
〇
コ
O
O
O
↓
m
吟
ゴ
一
〇
〇

〇
訂
⑰
一
゜
↓
『
o
㊥
8
三
〇
日
o
｛
口
古
答
゜
。

ひ
汀
巷
゜
『
0
呂
｝
⑳
冷
庁
o
e
°
・
o
一
g
8
0
〔
口
三
8
⇔

ひ
訂
P
日
’
切
8
冨
o
｛
芸
o
°
・
n
［
o
コ
8
0
｛
口
宮
6
。
。

oo

盾
潤
~
『
ヨ
o
己
」
且
o
ロ
ヨ
o
コ
吟

ひ
訂
廿
゜
一
゜
↓
す
o
O
σ
」
0
9
0
二
≦
o
「
巴
言
ユ
o
◎
∋
o
巳
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第
二
章
　
道
徳
的
判
断
の
標
準
－
道
徳
律
　
○
冨
P
三
↓
冨
ω
冨
o
α
国
a
9
ζ
9
0
こ
⊆
ユ
σ
q
∋
o
葺
ー
日
o
田
＝
陪
毛

第
三
篇
　
目
的
の
諸
学
説

　
第
一
章
　
快
楽
を
目
的
と
す
る
説

　
第
二
章
　
目
的
を
克
己
に
在
り
と
す
る
説

　
第
三
章
　
進
化
論
的
快
楽
説

第
四
篇
　
善
即
是
目
的

　
第
一
章
　
治
善
を
目
的
と
す
る
説

　
第
二
章
　
善
の
諸
形

第
五
篇
　
道
徳
の
進
歩

　
第
一
章
　
標
準
は
相
対
的

　
第
二
章
　
標
準
は
進
歩
的

　
第
三
章
　
標
準
は
理
想
的

　
三
版
［
）
、
）
‘
h
μ
3
（
　
（
］

ロo

n
O
×
≡
°
↓
コ
O
O
ユ
Φ
⑩
O
↓
吟
コ
Φ
m
コ
ユ

9
箆
p
三
↓
g
団
a
ぱ
幕
§
「
°
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こ
の
三
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各
節
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で
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版
［
原
著
］
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献
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。
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σ
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ε
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三
n
ω
．
、
三
シ
N
↓
戊
　
（
概
括
）

な
お
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ト
に
よ
る
巻
末
の
望
ひ
＝
o
加
田
9
∨
は
次
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
　
e
o
一
⊆
日
o
Q
日
菩
∨
　
［
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、
↓
古
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口
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ミ
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＝
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Φ
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げ
句
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ミ
s
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ミ
§
江
辻
§
品
霧
§
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一
◎
◎
o
◎
ω
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ω
旦
葺
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寸
S
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Q
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ミ
ミ
富
句
§
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品
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巴
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ω
己
σ
q
き
o
ぎ
＝
°
O
恕
ミ
竃
句
o
、
S
鳴
辻
§
o
ミ
o
、
e
ミ
o
（
一
゜
。
°
。
O
）
」
°
。
°
。
°
。
°

　
　
切
o
o
巴
切
o
望
胃
ズ
≦
8
0
、
ω
、
言
～
0
8
∀
ミ
§
～
9
e
註
へ
切
、
ミ
尊
弓
謎
o
q
書
ひ
痴
§
心
ミ
句
（
一
。
。
。
。
O
ー
。
。
q
⊃
ご
切
o
§
§
宥
ぎ
S
、
切
↑
S
§
ミ
ミ

　
　
、
ミ
N
8
8
心
∨
（
日
勺
「
o
σ
q
「
⑦
ω
し
。
）
°

　
以
上
か
ら
、
こ
れ
ら
の
参
考
文
献
が
欧
米
関
係
著
書
な
い
し
英
訳
文
献
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
が
、
こ
れ
は
こ
の
『
倫

理
学
』
が
「
大
学
拡
張
会
」
の
趣
旨
に
従
っ
て
そ
の
対
象
を
英
国
人
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
特
記
し
た
い
の
は
周
知
の
「
哲
学
館
事
件
」
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
『
倫
理
学
』
の
桑
木
補
訳
［
初
版
］
に

「
…
自
由
の
た
め
に
試
虐
を
な
す
も
の
も
責
罰
せ
ら
れ
る
べ
く
、
自
ら
焚
殺
の
科
に
供
せ
ん
が
た
め
、
溺
死
に
瀕
せ
る
人
を
救
え
る
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
一

君
も
弁
護
の
辞
を
得
る
べ
し
。
…
」
（
c
力
o
冒
工
σ
q
o
臼
≡
o
「
o
o
Q
一
〇
己
。
合
「
｝
0
8
⊂
°
・
o
o
｛
＃
o
o
色
o
日
≦
o
巳
△
ひ
Φ
o
o
コ
ユ
o
日
コ
o
牛
一
＝
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

蔓
日
箕
≦
9
し
，
餌
く
江
①
≦
。
ご
ヨ
〔
「
。
日
工
8
≦
コ
日
σ
q
g
9
日
ロ
ぎ
巴
⇔
冨
ω
冨
冨
≦
○
巳
工
σ
Φ
乞
゜
・
己
〔
一
え
゜
）
が
あ
り
、
中
嶋
講
師
の
倫

理
学
の
卒
業
試
験
に
一
生
徒
が
、
こ
の
趣
旨
を
答
案
に
書
き
、
そ
れ
が
臨
監
中
の
一
文
部
視
学
官
の
目
に
と
ま
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た

い
わ
ゆ
る
「
哲
学
館
事
件
」
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
当
時
の
教
育
界
、
学
界
等
に
衝
撃
を
与
え
、
多
く
の
論
争
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

件
に
つ
い
て
は
多
く
の
文
献
が
あ
る
の
で
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
奇
異
に
思
わ
れ
る
点
は
、
桑
木
初
版
が
明
治
三
〇
年
五
月
、
そ
の
二
版
で
桑
木
は
早
く
も
問
題
の
箇
所
を
削
除
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
三
五
年
一
二
月
一
三
日
ー
桑
木
版
は
明
治
三
五
年
八
月
に
は
七
版
－
に
な
ぜ
「
哲
学
館
事
件
」
が
生
じ
た
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
桑
木
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
先
輩
の
忠
告
に
従
っ
て
」
「
『
レ
ジ
サ
イ
ド
』
云
々
の
一
句
を
省
い
た
」
が
、
「
書
陣
意
の
在
る
所
を
察
せ
ず
、
第
三
版
以
下
に
て
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

一
版
の
紙
型
に
よ
り
し
を
以
て
終
に
今
回
の
椿
事
を
生
ず
る
至
り
し
な
り
。
併
せ
て
之
れ
を
記
す
。
」

　
こ
の
事
件
の
問
題
点
、
そ
の
も
つ
意
味
、
影
響
等
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
述
べ
た
い
。
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以
上
の
文
献
で
明
ら
か
な
如
く
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
倫
理
学
の
問
題
は
、
思
想
史
的
に
考
え
れ
ば
円
了
哲
学
の
基
本
的
立
脚
点
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
哲
学
で
あ
る
こ
と
を
反
証
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
を
忘
れ
て
円
了
の
カ
ン
ト
哲
学
へ
の
傾
倒
と
い
う
従
来
の
見
方
は
ド

イ
ッ
新
カ
ン
ト
学
派
に
お
け
る
カ
ン
ト
解
釈
を
円
了
に
適
用
し
た
思
想
的
時
代
錯
誤
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

問
題
に
関
し
て
は
、
以
上
の
文
献
を
駆
使
し
て
、
さ
ら
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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三
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
倫
理
学
と
井
上
円
了

　
既
述
の
如
く
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
倫
理
思
想
は
、
グ
リ
ー
ン
に
よ
る
「
自
我
実
現
」
（
ω
O
一
「
ー
「
m
四
＝
N
飴
↓
一
〇
口
）
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

般
に
「
最
高
善
、
究
極
目
的
は
自
我
の
本
質
の
完
成
実
現
に
あ
る
」
と
さ
れ
、
古
く
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
近
く
は
バ
ト
ラ
ー
、
マ
ル

　
（
4
4
）

チ
ノ
ー
、
グ
リ
ー
ン
等
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
グ
リ
ー
ン
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
新
カ
ン
ト
派
、
新
へ
ー
ゲ
ル
派
の
代
表
者
で
あ
り
、
ま
た
円
了
は
カ
ン
ト
を
「
近
世
哲
学
史
上
の

（
4
5
）

豪
傑
」
と
し
「
四
聖
」
の
一
人
に
加
え
て
い
る
。
以
上
か
ら
も
、
カ
ン
ト
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
、
円
了
は
、
密
接
な
関
連
を
も
つ
と
い
え

よ
う
。

　
さ
て
、
か
っ
て
西
義
雄
教
授
は
、
円
了
の
解
釈
が
カ
ン
ト
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
新
カ
ン
ト
学
派
的
」
と
批
判
さ
れ
た
が
、
こ
の
指

摘
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
初
に
ド
イ
ッ
観
念
論
学
派
と
イ
ギ
リ
ス
新
カ
ン
ト
学
派
の
思
想
的
系
譜
を
見
て
み
よ
う
。

　
い
わ
ゆ
る
「
常
識
哲
学
派
」
は
カ
ン
ト
に
酷
評
さ
れ
て
か
ら
長
期
間
軽
視
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
脚
光
を
浴
び
始
め
た
。
こ
れ
は
現

在
、
西
欧
経
済
理
論
が
ー
東
、
西
共
ー
行
詰
ま
り
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
い
う
原
点
に
戻
っ
て
検
討
し
直
そ
う
と

い
う
気
運
が
世
界
的
に
拾
頭
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
ヒ
ュ
ー
ム
に
発
し
、
リ
ー
ド
、
ビ
ー
テ
ィ
、
ス
ミ
ス
、
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
、
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デ
ュ
ゴ
ー
ル
ド
・
ス
テ
ユ
ア
ー
ト
、
ジ
ャ
ー
ダ
イ
ン
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ル
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
継
承
さ
れ
た
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
学
派
の

真
摯
で
愚
直
な
「
自
我
意
識
」
論
の
追
究
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
に
お
い
て
祖
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
訣
別
し
て
イ
ギ
リ
ス
哲
学
界

の
一
大
潮
流
を
形
成
す
る
。
粗
雑
に
国
式
化
し
て
示
せ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
発
端
と
す
る
二
種
類
の
哲
学
思
想
的
系
譜
は
、
次
の
如
く
で

あ
ろ
う
。

（
ド
イ
ツ
観
念
論
学
派
）

ヒ
ュ
ー
ム

カ
ン
ト
↓
へ
ー
ゲ
ル
…
…
…
…
↓
新
カ
ン
ト
学
派
哲
学
者

←
［
円
～
］

　
　
　
　
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
）

　
　
　
　
↓

　
　
　
　
↑

イ
ギ
リ
ス
新
カ
ン
ト
学
派

ヒ
ュ
ー
ム
［
批
判
］
（
リ
ー
ド
）
…
↓
ハ
ミ
ル
ト
ン
…
↓
グ
リ
ン
…
［
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

前
記
図
表
の
ご
と
き
伝
承
を
経
て
、
グ
リ
ー
ン
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
理
想
主
義
哲
学
と
握
手
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
グ
リ
ー
ン
は
、
従
来
の
経
験
論
的
、
進
化
論
的
自
然
主
義
の
倫
理
学
を
批
判
し
、
意
識
の
先
験
性
に
も
と
つ
く
自
我
実
現

説
を
樹
立
し
た
．
経
験
の
体
系
で
あ
る
世
界
な
い
し
実
在
は
、
経
験
的
個
々
意
識
と
は
区
別
さ
れ
た
普
遍
的
超
時
空
的
超
個
人
的
意
識

の
内
容
で
あ
る
．
こ
の
一
切
の
経
験
関
係
を
包
容
す
る
統
一
ー
カ
ン
ト
の
先
験
的
統
覚
　
　
は
経
験
の
基
礎
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
自

身
は
絶
対
無
限
の
主
観
で
あ
り
、
こ
れ
が
経
験
的
個
体
に
実
現
す
る
。
認
識
の
拡
大
発
展
は
、
こ
の
普
遍
的
意
識
の
接
近
で
あ
る
。
霊

魂
は
永
遠
絶
対
意
識
の
様
相
で
あ
る
か
ら
不
滅
、
時
空
に
観
念
的
な
も
の
、
範
疇
は
客
観
的
経
験
結
合
の
制
約
者
、
絶
対
意
識
の
様
相

と
し
て
の
人
間
は
、
自
然
界
に
在
ら
ず
自
由
意
識
を
以
て
、
自
己
を
規
制
す
。
善
と
は
制
約
的
自
我
が
そ
の
本
性
（
絶
対
意
識
）
を
完

成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
人
間
は
こ
の
本
性
の
完
全
な
実
現
に
努
力
す
る
も
の
、
こ
れ
は
人
格
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
社
会
生
活
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に
お
い
て
果
た
さ
れ
る
、
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
倫
理
学
に
つ
い
て
は
、
「
ミ
ュ
イ
ア
ヘ
ッ
ド
氏
倫
理
学
書
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
次
に
桑
木
補
訳
『
倫
理
学
』
が
端

緒
と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
哲
学
館
事
件
」
に
よ
り
、
多
数
の
論
争
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
ら
論
争
の
中
か
ら

若
干
を
要
約
し
て
お
く
。

＊

＊

＊
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ー
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
所
説
は
「
論
法
が
す
べ
て
二
反
対
を
＝
兀
的
に
調
和
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
弁
証
法
を

会
得
す
る
も
の
」
に
し
て
始
め
て
理
解
可
能
と
な
る
。
彼
の
「
自
我
実
現
説
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
直
覚
説
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
衆
善
○
。
ヨ
∋
。
コ
○
。
。
△
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
個
人
的
立
脚
地
」
と
「
社
会
的
立
脚
地
」
と
を
調
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
意
志

自
由
説
」
と
「
必
至
説
」
と
は
、
こ
の
論
法
に
よ
り
同
一
の
見
解
と
化
す
。
動
機
論
と
結
果
と
は
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
し
て
一
種
の
解

釈
を
う
る
。
目
的
は
手
段
を
神
聖
に
す
る
と
い
う
俗
論
と
、
手
段
そ
れ
自
身
に
絶
対
的
価
値
あ
り
と
す
る
厳
粛
説
は
、
か
く
し
て
A
旦

　
（
4
8
）

と
な
る
。
ー
桑
木
厳
翼
。

　
ー
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
学
説
は
、
グ
リ
ー
ン
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
等
の
流
れ
を
う
け
、
更
に
カ
ン
ト
、
へ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
に
負
っ
て
い

る
。
「
自
我
実
現
説
」
の
要
旨
は
、
一
見
利
己
主
義
的
学
説
に
類
似
し
て
い
る
が
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
自
我
は
、
い
わ
ゆ
る
向
上
的
理
想

我
を
意
味
し
、
衆
善
を
す
す
め
る
こ
と
に
あ
る
。
故
に
個
人
性
慾
主
義
を
強
く
排
し
、
世
の
い
う
利
己
説
と
全
く
相
反
す
る
も
の
で

（
4
9
）

あ
る
。
1
恵
美
孝
三

　
　
　
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
は
へ
ー
ゲ
ル
の
論
法
を
用
い
、
外
部
は
必
ず
内
部
を
予
定
し
、
内
部
は
ま
た
外
部
を
予
定
す
る
と
し
、
進
化
に
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よ
り
内
外
相
応
す
る
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
次
の
如
く
意
識
と
良
心
と
の
比
較
を
な
し
た
。

　
1
　
人
間
関
係
か
ら
成
る
客
観
社
会
の
良
心
に
お
け
る
は
な
お
一
般
経
験
世
界
の
意
識
に
お
け
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
心
の
構
成
作

用
と
解
釈
作
用
な
き
と
き
、
外
界
は
た
だ
神
経
活
動
の
混
乱
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
良
心
の
解
釈
作
用
な
き
と
き
は
、
社
会
の
組
織
及

び
そ
の
関
係
は
倫
理
的
意
義
を
も
た
な
い
物
理
的
事
実
に
す
ぎ
な
い
。

　
2
　
前
者
の
原
理
は
統
一
さ
れ
た
経
験
界
に
関
す
る
理
想
で
あ
り
、
こ
れ
を
外
界
に
応
用
実
現
す
れ
ば
知
識
の
原
理
と
な
る
如
く
、

良
心
の
そ
の
境
遇
を
解
釈
す
る
原
理
も
ま
た
、
倫
理
的
関
係
の
系
統
よ
り
な
る
一
つ
の
理
想
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
と
き
は
行
為

の
原
理
と
な
る
。

　
3
　
知
識
の
進
歩
は
外
よ
り
く
る
も
の
で
は
な
く
、
統
一
知
識
を
ま
す
ま
す
完
成
し
よ
う
と
す
る
内
部
の
要
求
に
よ
る
如
く
、
道
徳

の
進
歩
も
ま
た
そ
の
源
泉
は
、
た
だ
変
化
す
る
境
遇
に
自
己
を
順
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
良
心
の
解
釈
的
構
成
作
用
は
、

こ
れ
ら
の
境
遇
を
利
用
し
て
合
理
的
な
ら
び
に
統
一
的
行
為
の
理
想
を
ま
す
ま
す
実
現
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。

　
品
性
に
は
動
機
と
連
関
し
て
考
え
る
べ
き
四
要
素
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
行
為
、
品
性
、
欲
望
、
意
志
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
互
関
係

に
つ
い
て
は
、
欲
望
は
自
我
の
有
様
で
、
意
志
は
こ
れ
を
実
現
す
る
運
動
で
あ
る
。
意
志
の
外
部
に
発
し
た
も
の
を
行
為
と
い
い
、
意

志
の
習
慣
を
品
と
い
う
。

　
動
機
は
意
志
を
動
か
す
も
の
で
、
こ
れ
を
感
情
と
欲
望
に
分
か
つ
。
感
情
は
そ
れ
自
身
に
善
悪
は
な
い
。
善
悪
は
欲
望
の
対
象
の
性

質
に
よ
り
決
定
す
る
。
欲
望
は
動
機
で
は
な
く
、
欲
望
と
す
る
事
物
の
観
念
で
あ
る
。
こ
の
観
念
こ
そ
動
機
で
あ
り
、
た
だ
品
性
と
符

合
す
る
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
動
機
と
は
「
欲
望
さ
れ
る
事
物
の
観
念
で
自
我
の
品
性
と
符
合
し
、

意
志
を
動
か
す
も
の
を
い
う
」
。
こ
の
立
場
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
観
念
要
素
を
重
視
し
、
結
果
の
前
知
作
用
、
す
な
わ
ち
動
機
と
な
る
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

為
の
原
因
よ
り
み
て
善
悪
を
決
定
す
る
も
、
結
果
よ
り
こ
れ
を
決
定
す
る
も
帰
す
る
と
こ
ろ
は
一
な
り
。
ー
元
良
勇
次
郎
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と
こ
ろ
で
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
自
身
は
「
倫
理
学
の
定
義
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
1
）

倫
理
学
は
「
道
徳
的
習
慣
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

倫
理
学
は
品
性
な
い
し
行
為
（
O
o
コ
ム
⊂
9
）
の
学
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

倫
理
学
は
行
為
に
関
す
る
判
断
で
あ
り
、
し
か
じ
か
の
行
為
が
正
な
い
し
邪
で
あ
る
と
い
う
判
断
で
あ
る
。

倫
理
学
が
真
理
（
二
に
≡
）
の
規
準
に
従
っ
て
、
美
学
が
美
の
規
準
に
従
っ
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
同
様
に
、
倫
理
学
は
規
範

（
コ
o
「
ヨ
）
に
、
す
な
わ
ち
正
と
邪
の
規
準
に
従
っ
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

倫
理
学
は
第
一
次
的
に
は
正
と
邪
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
諸
判
断
を
規
定
す
る
諸
法
則
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
次
的
に
は
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

為
を
時
間
内
の
一
出
来
事
と
し
て
規
定
す
る
諸
法
則
に
関
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
ま
た
「
倫
理
学
の
範
囲
」
に
つ
い
て
は
次
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
5
）

132
倫
理
学
は
規
定
的
（
8
0
Q
巳
o
↑
巨
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

倫
理
学
は
人
間
を
意
識
的
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

倫
理
学
は
一
層
密
接
に
哲
学
に
関
係
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

a
　
道
徳
的
諸
判
断
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

b
　
社
会
の
一
成
員
と
し
て
、
人
間
自
身
の
意
義
は
宇
宙
的
一
秩
序
へ
の
一
関
連
を
含
む
。

さ
ら
に
倫
理
学
は
実
践
的
な
も
の
と
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

倫
理
学
は
行
為
（
司
“
勲
竺
c
。
）
の
学
で
あ
り
、
一
層
深
く
行
為
に
影
響
す
る
判
断
で
あ
る
。

70

＊

＊

＊



円了とスコットランド哲学

　
と
こ
ろ
で
円
了
は
倫
理
学
を
ど
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
か
を
先
ず
み
よ
う
。

　
円
了
に
よ
れ
ば
倫
理
学
に
関
す
る
多
数
の
説
が
あ
る
が
、
結
局
、
「
直
覚
教
」
（
ヨ
；
三
。
墨
＝
胡
∋
［
直
覚
説
］
）
と
「
主
楽
教
（
＝
③
ー

エ
。
己
切
∋
［
快
楽
主
義
］
）
の
二
種
に
な
る
。
直
覚
教
と
は
「
道
徳
に
関
し
て
有
す
る
善
悪
の
判
定
の
如
き
は
経
験
推
究
を
待
た
ず
直
ち
に

覚
知
す
る
作
用
に
し
て
、
す
な
わ
ち
心
性
作
用
中
直
覚
力
に
属
す
る
作
用
な
り
と
唱
う
る
論
」
で
あ
る
。
そ
し
て
天
賦
論
、
良
心
論
は

み
な
こ
の
直
覚
教
に
属
す
る
。
主
楽
教
と
は
「
道
徳
の
本
心
も
行
為
も
み
な
快
楽
幸
福
を
目
的
と
し
て
経
験
推
究
の
結
果
な
り
と
唱
う

る
論
」
を
い
う
。
こ
の
直
覚
教
に
は
常
識
的
と
哲
理
的
の
二
種
が
あ
る
。

　
常
識
的
直
覚
教
と
は
「
人
に
は
生
来
良
心
の
存
す
る
あ
れ
ば
そ
の
命
令
に
従
い
て
道
徳
を
ま
も
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
信
じ
さ

ら
に
そ
の
理
を
推
究
す
る
も
の
」
を
い
い
、
哲
理
的
直
覚
教
と
は
「
道
徳
の
本
心
性
質
を
論
究
し
そ
の
原
理
を
証
明
し
て
直
覚
の
道
理

を
示
す
も
の
」
を
い
う
、

　
ま
た
主
楽
教
に
「
自
己
一
人
の
快
楽
を
目
的
と
す
る
説
と
他
人
の
快
楽
も
し
く
は
社
会
共
同
の
幸
福
を
目
的
と
す
る
説
」
が
あ
り
、

自
愛
的
［
国
σ
q
巳
切
ヨ
利
己
主
義
］
、
愛
他
教
［
≧
｛
巳
一
切
日
利
他
主
義
］
、
兼
愛
教
［
ご
己
く
2
切
巴
↑
o
＜
。
ー
墨
子
？
］
と
称
す
る
も
の
が
、

み
な
こ
れ
に
属
す
。
こ
れ
ら
に
は
肉
体
上
の
快
楽
を
主
と
す
る
も
の
と
、
精
神
的
快
楽
を
主
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
ま
た
道
徳
心
の
起
源
を
論
ず
る
場
合
、
す
べ
て
の
論
説
は
「
経
験
論
」
と
「
本
然
論
」
（
弓
ゴ
o
o
曼
o
｛
ぎ
o
巴
①
完
9
）
に
な
る
。
カ
ン

ト
は
そ
の
道
徳
を
論
ず
る
に
「
先
天
性
道
理
を
本
」
と
す
る
か
ら
本
然
論
者
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
経
験
論
者
で
あ
る
。

　
そ
し
て
「
本
然
論
は
直
覚
教
に
属
し
、
経
験
論
は
主
楽
教
に
属
す
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
直
覚
、
主
楽
の
両
説
共
二
方
の
僻

論
た
る
を
冤
れ
」
な
い
の
で
、
将
来
両
説
を
「
統
合
し
て
そ
の
中
を
得
る
も
の
あ
ら
ば
必
ず
完
全
の
倫
理
説
と
な
る
べ
し
」
と
の
べ
て

（
6
1
）

い
る
。

　
円
了
の
「
学
問
上
の
組
織
」
は
「
学
界
」
で
あ
り
学
界
は
哲
学
と
理
学
に
分
か
れ
、
哲
学
に
形
而
上
学
と
形
而
下
学
、
さ
ら
に
そ
れ
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（
6
2
）

そ
れ
理
論
と
実
際
に
分
け
ら
れ
る
。
倫
理
学
は
形
而
下
学
の
実
際
に
属
し
て
い
る
。

　
し
か
し
円
了
の
倫
理
学
の
研
究
は
「
四
聖
」
の
研
究
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
の
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
行
い
た
い
。

72

結
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ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
『
倫
理
学
』
は
今
日
、
全
く
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
代
的
、
社
会
的
意
味
に
お
い
て
要
約
し
、
円
了
と
の
関

係
を
主
と
し
て
説
明
す
れ
ぽ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
先
ず
こ
の
『
倫
理
学
』
の
特
徴
は
、
当
時
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
新
の
著
作
で
あ
っ
た
。
そ
の
問
題
点
は
次
の
ご
と
く
で
あ

る
。　

1
　
宗
教
問
題
。
キ
リ
ス
ト
教
ー
そ
の
宗
派
を
問
わ
ず
ー
の
神
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
一
切
、
神
な
い
し
神
に
類
す
る
も
の
が
原
理

　
　
　
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
今
日
の
常
識
を
い
わ
ぽ
、
初
め
て
主
張
し
て
い
る
点
で
本
『
倫
理
学
』
は
漸
新
で
あ
っ
た
。

　
　
　
周
知
の
ご
と
く
、
こ
の
時
代
は
一
方
に
は
社
会
主
義
、
他
方
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
独
自
の
資
本
主
義
等
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
　
と
い
う
名
前
の
一
種
の
宗
教
が
激
突
し
あ
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
主
と
し
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
後
を
継
ぐ
一
種
の
極

　
　
　
端
な
神
中
心
主
義
が
ア
メ
リ
カ
的
楽
天
主
義
と
相
克
し
あ
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
ま
た
周
知
の
ご
と
く
、
世
界
史
的
に
は
一
八
六
八
年
明
治
維
新
、
一
八
六
九
年
イ
タ
リ
ヤ
再
統
一
完
成
、
一
八
七
一
年
普
仏

　
　
　
戦
争
に
お
け
る
プ
ロ
シ
ヤ
の
勝
利
と
い
う
歴
史
的
転
換
期
を
経
て
日
、
独
、
伊
と
い
う
後
の
三
国
同
盟
の
新
列
強
が
、
新
興
近

　
　
　
代
国
家
と
し
て
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
中
で
、
世
界
帝
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
本
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド

　
　
　
『
倫
理
学
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
著
作
の
主
張
は
系
譜
上
、
い
わ
ゆ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
常
識
哲
学
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
そ
の
「
穏
健
」
な
懐
疑
論
は
日
常

生
活
化
さ
れ
た
新
カ
ン
ト
学
派
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
言
う
イ
ギ
リ
ス
新
カ
ン
ト
学
派
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
こ
に
は
こ
の
学
派
特
有
の
独
特
な
自
我
意
識
の
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
日
常
生
活
の
中
に

お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
個
人
意
識
な
い
し
「
自
我
」
。
σ
q
。
で
あ
る
。
現
代
的
に
表
現
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
間
が
個
人
意
識
的
に

見
て
、
集
団
の
中
に
「
企
投
」
　
買
o
」
0
9
0
巳
≦
2
甘
o
さ
れ
た
「
孤
独
な
自
己
」
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
伝
統
の
哲
学
概
念
に
則
し
て
表
現
す
れ
ば
、
「
想
像
力
」
　
一
∋
①
σ
Q
日
ρ
⌒
日
昌
の
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
で
は
、

ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
倫
理
学
の
基
底
に
は
、
正
に
現
代
現
象
学
の
認
識
論
が
先
駆
的
形
態
で
前
提
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
表
現
す
れ

ば
、
集
団
意
識
に
よ
る
確
証
の
な
い
世
界
は
、
い
わ
ゆ
る
「
お
化
け
」
の
世
界
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
倫
理
学
説
は
、

円
了
の
仏
教
的
・
妖
怪
論
的
意
識
論
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
円
了
は
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
新
カ
ソ
ト
学
派
の
解
釈
し
た
カ
ン
ト
の
中
に
　
　
　
、
良
か
れ
、
悪
し
か
れ

カ
ン
ト
そ
の
も
の
を
見
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
注
意
に
価
す
る
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
解
釈
は
現
在
再
び
問

題
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
『
倫
理
学
』
書
は
お
そ
ら
く
円
了
に
と
っ
て
近
代
西
欧
哲
学
の
聖
人
カ
ン
ト
の
教
え
の
一
具
現
化
と
見
な
さ
れ
た
に

相
違
な
い
。
円
了
に
と
っ
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
が
そ
の
哲
学
的
権
威
と
体
系
的
完
結
性
（
？
）
の
故
に
妖
怪
追
放
の
一
「
教
典
」
な

い
し
「
聖
書
」
と
さ
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

　
上
述
の
ご
と
く
円
了
的
第
一
批
判
解
釈
は
、
既
に
西
欧
に
お
け
る
カ
ソ
ト
再
検
討
の
主
流
を
な
し
つ
つ
あ
り
、
期
せ
ず
し
て
円
了
の

カ
ン
ト
を
通
じ
て
の
近
世
哲
学
解
釈
が
、
正
鵠
を
射
て
い
る
こ
と
を
反
証
し
て
い
る
。
円
了
の
穏
健
な
懐
義
論
の
も
つ
宗
教
的
直
観
の
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鋭
敏
さ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
改
め
て
評
価
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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